
配当金

財務ハイライト

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。ここに当
社第49期（2020年2月21日から2021年2月20日まで）の概況についてご報告申し
あげます。

営業概況といたしましては、巣ごもり消費やこれまでより多くの時間を自宅で過ご
す新しい生活様式の定着により、家具・ホームファッション商品ともに大変好調に推
移いたしました。ＥＣ事業につきましても、通販ウェブサイト限定の商品や色・サイ
ズを展開したほか、「おうち時間」や「快適ワークスペース」の特集を通販ウェブサイ
トに掲載するなど、お客様のニーズに合わせたサービスの強化に努めたことで売上が
大きく伸長しました。その結果、当連結会計年度の売上高は7,169億円（前期比11.6
％増）、営業利益は1,376億87百万円（前期比28.1％増）、経常利益は1,384億26
百万円（前期比26.4％増）となり34期連続増収増益となりました。また、親会社株主
に帰属する当期純利益は921億14百万円（前期比29.0％増）となりました。

株主の皆様には、一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

当社は、将来にわたり安定的な配当を実施する
ことを経営の重要政策と考えております。内部留
保資金につきましては、今後予想される小売業界
における競争の激化に対処すべく、経営基盤の更
なる充実・強化のための有効投資に活用する方針
であります。

当期の期末配当金につきましては、当初の配当
予想から８円増配し１株当たり66円とし、中間配
当金57円と合わせて合計で1株当たり123円の
配当を行うことといたしました。なお、次期の配
当金につきましては、140円（中間配当金70円、
期末配当金70円）を予定しております。

1株当たり期末配当金 66円
（年間配当金 123円）

代表取締役社長
兼最高執行責任者（COO）

白 井   俊 之

（百万円）

2020年
2月期

2021年
2月期

2022年
2月期（計画）

売上高 642,273 716,900 873,600

営業利益 107,478 137,687 143,900

経常利益 109,522 138,426 146,400

親会社株主に帰属する
当期純利益 71,395 92,114 98,600

1株当たり当期純利益（円） 635.42 817.01 873.92

第49期株主通信
2020年２月21日～2021年2月20日
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株式会社ニトリホールディングス
証券コード：9843
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ニュース ＆ トピックス
News & Topics

ニトリグループのESG
ロマン実現に向けた歩みとともに、
世の中の課題を解決し、
より良い未来を目指します。

ニトリグループのサステナビリティ方針

模様替えの季節にふさわしい、2021年春の新作コーディネートを発売いたしました。
今回のコーディネートは、長く愛せるシンプルスタイルと、味わい深いヴィンテージスタイル等をご提案しております。トータル

コーディネートを推進するニトリでは、お客様の暮らしをより豊かにするべく、今後も新商品の開発とサービスに力を入れてまい
ります。

当社グループはかねてより、M&Aを通じたホームセンター業界への新規参入を検討してまいりましたが、昨今のコロナ禍の下、
お客様の「住まい」への意識や生活スタイルが変化し、「住まいの豊かさ」を追求するお客様のニーズが明らかとなる中で、当社グ
ループが従来から展開している家具・インテリア用品の販売に加えて、より幅広い商品をお客様に展開することで、今まで以上
にお客様の生活を豊かにすることができると考えるに至りました。

株式会社島忠（以下、島忠）を当社グループに迎えることは、当社にとって、ホームセンター業界の事業領域への新規参入が可
能となるのみならず、島忠にとっても、島忠が既に取り組まれている様々な分野が、「製造物流IT小売業」として当社グループが
培ってきた事項と共通するものであることから、島忠が当社グループの経験・強みを活用することが可能となるため、両社の拡大・
発展に大いに寄与し、両社の企業価値を最大化させる可能性があると確信しております。

ニトリグループ独自の一気通貫のビジネスモデル
『製造物流IT小売業』を通じて、サプライチェーン
全体のあらゆる段階でリスクと機会を認識し、常に
改善・改革を繰り返すことで、共有価値を創造する
とともに、SDGsの目標達成にも貢献しています。

グループ会社の㈱ホームロジスティクスが、トランコム㈱、ユニ・チャームプロダクツ㈱と
ともに、『スワップボディを活用した共同輸送事業』の取組みにおいて、「令和２年度グリーン物
流パートナーシップ優良事業者表彰」の「国土交通大臣表彰」を共同受賞しました。

経済産業省と日本健康会議が実施する「健康経営優良法人2021 ホワイト 500」に認定されまし
た。（初年度の2017年以降、4回目の認定）

本制度は、地域の健康課題に即した取組みや日本健康会議が進める健康増進の取組みをもと
に、特に優良な健康経営を実践している法人を顕彰する制度です。

今後も健康経営宣言の理念に基づく各種の取組みにより、従業員の健康的な行動習慣の定着
と意識改革を実現するとともに、お客様へ健康的な生活を提案する企業として社会から信頼さ
れ、愛されるグローバル企業を目指します。

概要： 異業種３社でのスワップボディを活用した共同輸送事業を実現し、輸送効率向上、空回送削減、荷役分
離によるドライバー作業負荷を低減。

特徴と効果：
 ① スワップボディの活用（荷役分離）によるドライバーの労働環境改善、運行台数50％削減、CO₂排出量

を年間880.4トン（38.6％）削減
 ② 物流センターの夜間有効利用（人員、スペース、バース回転率）により、ドライバーの積み降し時間を年

間12,450時間削減

2021年春の新作コーディネートを発売 株式会社島忠とニトリグループの経営統合について

ニトリグループのサステナビリティ、ESG/SDGsへの取組
みを今後より一層強化するため、「SDGs推進室」を新設いた
しました。

同部署を通じて、時代の変化に応じた適切な情報開示の拡
充と、企業として求められる社会課題解決への取組みを推進
してまいります。

「SDGs推進室」を新設

グリーン物流パートナーシップ会議「国土交通大臣表彰」受賞ESG

ESG 「健康経営優良法人2021 ホワイト 500」認定

期待される9つのシナジー効果

島忠店舗の全国展開による高品質な家具の販売機会の拡大及び幅広
い顧客層の豊かな暮らしの実現への貢献1

2

3 物流機能の共同利用によるコスト削減・資産効率改善

島忠のホームセンター（HC）商品と当社ホームファッション（HFa）
商品との相互補完による販売拡大と、プライベートブランド（PB）商
品開発ノウハウ共有による利益率の向上

ニトリモール事業、デコホーム事業とのシナジー追求
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当社グループの有する「製造物流IT小売業」としての各種サプライチェー
ン上の機能・ノウハウ提供によるコスト削減及び改善スピードの加速

共通ポイントの導入による相互送客と新規顧客獲得

海外店舗での島忠の商品の販売、将来的な海外出店の実現

Eコマースでの販売体制の強化

首都圏・都心部へのshop in shop型店舗の相互出店、かつより広範
な出店戦略

ガバナンス

貿易

物流

販売 企画

商品開発

原材料調達

製造品質検査

経済

住まいの豊かさを世界の人々に提供する。ロマン

環境

価値創出
社会

「NITORI BUSINESS グランフロント大阪ショールーム」
ニトリ初となる単独出店 BtoB ショールームが誕生

この度、大阪・梅田のグランフロント大阪ナレッジキャピ
タルに「NITORI BUSINESS グランフロント大阪ショールー
ム」をオープンいたしました。

この法人様向けショールームは『新しいショールーム体験
＋コーディネート＋コミュニケーション』をコンセプトに法
人様向けの商品を使ったオフィスのコーディネート提案に加
え、商品開発力を活かしてご要望に応じた法人様向けオリジ
ナル商品の開発提案なども行い、法人のお客様との接点を広
げていく場を目指しております。 写真左から、当社取締役　岡野恭明（株式会社島忠代表取締役社長）

　　　　　 当社代表取締役会長　似鳥昭雄

取締役会

社内役員会

【情報集約・推進】ニトリホールディングス　SDGs推進室

【情報開示】
広報部

【ガバナンス】
法務室

【環境・社会課題への対応】
関連各部署

島忠とニトリの経営統合による新たな可能性

より幅広い商品をお客様に
展開することが可能

両社が強固に連携することで、シナジーの実現が可能となり、
お客様に住まいに関する包括的なサービスを提供し、

お客様の様々なライフスタイルに対応した事業展開が可能

島忠におけるニトリグループの
「製造物流IT小売業」としての 

経験・強みの活用

サステナビリティ推進体制
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株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出及び
ご照会につきましては、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証
券会社に口座を開設されていない株主様は、右記の電話照会先にご連絡
ください。

株式会社ニトリホールディングス  東京本部
〒115-0043　東京都北区神谷三丁目6番20号
電  話（03）6741-1216

特別口座について
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていな
かった株主様には、株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社に口座

（特別口座）を開設いたしております。特別口座についてのご照会及び住所
変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

(注)１．上記の持株数は株主名簿に基づき記載しております。
２．自己株式1,378,337株は上記大株主からは除外しております。
３．持株比率は自己株式を控除して計算しております。
４． 日本マスタートラスト信託銀行株式会社及び株式会社日本カストディ 

銀行の所有株式数は、証券投資信託及び退職給付信託を受けている 
株式であります。

社名 株式会社ニトリホールディングス
設立 1972年（昭和47年）3月
住所 【東京本部】 

〒115-0043　
東京都北区神谷三丁目6番20号

【札幌本社】 
〒001-0907　
札幌市北区新琴似七条一丁目2番39号

資本金 13,370百万円
役員 代表取締役会長兼最高経営責任者（CEO）似鳥　昭雄

代表取締役社長兼最高執行責任者（COO）白井　俊之
取締役（執行役員副社長） 須藤　文弘
取締役（執行役員副社長） 松元　史明
取締役 武田　政則
取締役 安孫子尋美
取締役 岡野　恭明
社外取締役 榊原　定征
社外取締役 宮内　義彦
社外取締役 吉澤　尚子
取締役（常勤監査等委員） 久保　隆男
社外取締役（監査等委員） 安藤　隆春
社外取締役（監査等委員） 鈴木　和宏
社外取締役（監査等委員） 立岡　恒良

会社概要（2021年5月13日現在）

株主メモ

株式情報（2021年2月20日現在）

大株主

所有者別株式分布状況

株式状況 発行可能株式総数 288,000,000株
発行済株式の総数 114,443,496株
株主総数 24,877名

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

株式会社ニトリ商事 20,799 18.40
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 7,020 6.21
株式会社日本カストディ銀行（信託口) 4,857 4.30
公益財団法人似鳥国際奨学財団 4,000 3.54
株式会社北洋銀行 3,860 3.41
似鳥　昭雄 3,410 3.02
似鳥　百百代 3,078 2.72
日本生命保険相互会社 2,056 1.82
全国共済農業協同組合連合会 2,007 1.78
ジェーピー　モルガン　チェース　 
バンク　385632 1,897 1.68

外国法人等
33.55%

金融機関
28.28%

その他国内法人
23.40%

自己株式 1.20%
個人・その他 12.49%

証券会社 1.08%

事業年度 毎年2月21日から翌年2月20日まで
定時株主総会 事業年度末日の翌日から3ヶ月以内
株主確定基準日 定時株主総会　2月20日

期末配当金　　2月20日
中間配当金　　8月20日

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵便物送付先 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話照会先 0120-782-031
公告の方法 当社ウェブサイトに掲載

https://www.nitorihd.co.jp/ir/

当社ウェブサイトでは、ニュースリ
リースによる最新情報のほか、事業内
容や投資家情報を発信しております。

https://www.nitorihd.co.jp/ https://www.nitorihd.co.jp/ir/

ウェブサイトのご案内

ニトリホールディングス ウェブサイト
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